
自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
編
集
室
選

広報文芸

短

　歌

レ
ン
ジ
で
つ
る
り
衣
か
つ
ぎ
夫
に
供
え
る

　

  

　
　生
　山
　渡
辺
　圭
子

最
後
の
小
春
日
を
さ
て
と
頭
の
中
巡
ら
す

　

  

　
　茶
　屋
　木
山
　輝
子

師
走
の
北
風
強
く
又
し
て
も
尻
込
み
す
る

　
　
　

  

茶
　屋
　木
山
　操
子

師
走
来
て
何
か
と
気
ぜ
わ
し
独
り
の
身

　
　
　
　 神
戸
上
　柴
田
　篤
子

死
ぬ
ま
で
句
を
愛
し
た
父
の
七
回
忌
を
静
か
に
終
え
る

　
　

 

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

人
恋
う
草
の
実
払
い
短
日
の
お
日
さ
ま
山
に

　
　

 
茶
　屋
　小
林
　道
子

送
る
餅
包
む
箱
が
継
ぎ
は
ぎ
の
料
金
節
約
術

　
　 茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

晩
秋
の
大
山
古
道
を
ま
だ
い
け
る
と
落
葉
ふ
み
し
め

　

  

宝

　谷

　長
尾
　智
恵

平
癒
祈
り

　梵
焼
仰
ぐ

　冬
日
和

　
　
　
　
　
　

  

萩
　原
　岡
本
　健
三

子
が
行
き
て

　一
人
の
食
事

　夜
の
寒
し

　
　
　

  

宮
　内
　田
邊
登
志
美

ぽ
つ
こ
り
と

　冬
至
南
瓜
の

　出
来
上
る

　
　
　

  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

冬
う
ら
ら

　収
穫
済
み
て

　畑
に
立
つ

　
　
　
　

  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

カ
モ
の
群
れ

　う
す
き
日
ざ
し
の

　師
走
川

　
　

  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

雪
椿

　デ
イ
の
送
迎

　見
て
る
か
に

　
　
　
　
　

  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

し
し
親
子

　し
っ
ぽ
つ
な
い
で

　川
わ
た
り

　
　

  

萩
　原
　金
谷
　松
代

い
の
し
し
も

　手
子
し
て
耕
す

　我
ひ
と
り

　
　

  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

初
打
や
は
れ
や
か
に
飾
る
御
婦
人
の

　
　化
粧
も
乗
っ
て
ゴ
ー
ル
あ
ざ
や
か

大
寒
や
軒
の
ツ
ラ
ラ
と
綿
帽
子

　
　残
雪
の
空
に
輝
き
を
増
す

下
石
見
　浅
川
　三
郎

久
々
に
会
う
孫
た
ち
の
変
わ
り
よ
う

　
　コ
ロ
ナ
が
隔
つ
時
の
長
さ
よ

オ
ミ
ク
ロ
ン
市
中
感
染
ク
ラ
ス
タ
ー

　
　コ
ロ
ナ
は
び
こ
り
新
語
が
続
く

菩
薩
説
く
五
蘊
は
全
て
空
な
れ
ば

　
　あ
ら
ゆ
る
苦
厄
救
わ
れ
る
と
ぞ

湯
　河
　山
田
　司
郞

孫
息
子
未
来
を
開
く
挑
戦
に

　
　人
生
掛
け
る
共
通
テ
ス
ト

ふ
く
ら
し
や
松
を
採
ら
む
と
山
路
を

　
　師
走
の
馳
走
に
雪
の
降
り
た
る

き
さ
ら
ぎ
の
夜
に
落
ち
ゆ
く
白
き
雪

　
　果
て
る
と
も
な
く
静
か
に
積
り
ぬ

上
石
見
　福
田
　輝
之

大
雪
に
歩
道
歩
け
ぬ
嘆
く
吾

　
　待
ち
わ
び
た
る
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
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て

　ご

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 

岸　本　椿　生　   　崇　　　茶　屋

ご誕生おめでとうございます

つば き

柴　原　　　都　　 83歳　　　 上石見

長谷川　花　子　　 94歳　　　 花　口

林　　　益　榮　　 86歳　　　 三　栄

坪　倉　百合子　　 90歳　　　 笠　木

宮　本　秋　子　　 91歳　　　 菅　沢

細　田　義　則　　 94歳　　　 折　渡

伊　田　澄　男　　 70歳　　　 上石見

高　柴　明　子　　 77歳　　　 阿毘縁

大　原　喜久惠　　 76歳　　　 阿毘縁

七　田　和　義　　 88歳　　　 福　塚

（令和３年12月16日～令和４年１月15日受付分）

令和３年12月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,940 （−  5）  ■人 口  4,251 （ − 15）
■    男 2,024 （−  6）  ■　  女  2,227 （ −  9）

き
ぬ

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る
手
話
。
鳥
取
県
で

は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て

い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス

で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

冬
の
間
は
お
休
み
し
ま
す

【
お
問
い
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

２
月
の
日
程

親指と人指し指
を開いてのどに
あて指を閉じな
がら下げる

親指と人指し指
を閉じてのどに
あて指を開きな
がら下げる

親指と４本の指を合わせて両手で
ハートの形を作るそのまま前に出す

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」

好
き

嫌
い


